
令
和
七
（
二
〇
二
五
）
年
度 

津
市
立
三
重
短
期
大
学
学
校
推
薦
型
選
抜
入
学
試
験
問
題
（
小
論
文
） 

 
 次

の
文
章
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

出
典
：
宮
永
健
太
郎
『
持
続
可
能
な
発
展
の
話 

—

「
み
ん
な
の
も
の
」
の
経
済
学
』
岩
波
新
書
、
二
〇
二
三
年
。
一
部
改
変
あ
り
。 

      

【
設
問
】 

 

問
題
一 

傍
線
部
Ａ
「
こ
れ
ら
」
が
指
す
内
容
に
つ
い
て
一
八
〇
字
以
内
で
ま
と
め
な
さ
い
。
解
答
は
ひ
と
続
き
の
文
章
に
す
る
必
要
は

な
く
途
中
で
「
。
」
（
句
点
）
で
区
切
っ
て
も
良
い
。 

 

問
題
二 

傍
線
部
Ｂ
の
よ
う
に
筆
者
が
考
え
る
理
由
に
つ
い
て
、
八
九
字
で
抜
き
だ
し
な
さ
い
。 

 

問
題
三 

傍
線
部
Ｃ
「
ま
ず
は
省
エ
ネ
を
徹
底
的
に
進
め
、
土
地
開
発
圧
や
金
属
資
源
消
費
圧
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
か
ら
考
え
よ
う
、
と

い
う
の
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
カ
ー
ボ
ン
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
」
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
意
見
を
四
〇
〇
字
以
内
で
書
き
な
さ

い
。
た
だ
し
、
以
下
の
語
句
を
全
て
用
い
る
こ
と
。 

 

「
再
エ
ネ
」
、
「
土
地
の
有
限
性
」
、
「
輸
入
」
、
「
偏
在
」 

 


